
 
 

Advanced Life Support in Obstetrics（ALSO）とは，周産期医療に関わる医師、助産師、

看護師およびその他の医療提供者が，周産期医療に関わる母体・胎児の急変対応を効果的に対

処する知識や能力を身につけ，発展・維持するための教育プログラムです。 

このプログラムは1991年に2人の家庭医により考案され，1993年にAmerican Academy of 

Family Physicians（AAFP‐米国家庭医療学会）によって認可され，現在，全米のほとんどの

分娩施設において，分娩に関わる医療プロバイダーがALSO を受講することが義務づけられて

います。またALSO コースは世界的に普及活動が行われており，20周年を迎えた2013年には，

63ヶ国，16万人の受講生がALSOプロバイダーコースを完了しています。日本では2008年に

金沢大学の周生期医療専門医養成支援プログラムグループが，米国家庭医療学会から日本での

ALSO セミナー運営権を取得し，2008年11月よりプロバイダーコース，インストラクターコ

ースを開催しています。 

本コースは，講義，シミュレーレーション、症例検討から構成されています。まず、最初に

周産期においてチームワークが重要であることを強調して、コース内で一貫してチームワーク

を意識してもらうことを心得てもらい、プログラムは開始します。胎児心拍数モニタリングの

読み方、内科合併症では、様々な視点から症例を深く考えるディスカッションをします。産科

急変対応として補助経腟分娩，肩甲難産，産後大出血，妊婦蘇生などの対処方法をマネキンを

用いたシミュレーションします。その他、講義では妊娠初期・中期・後期の性器出血，さらに

超音波検査手技や会陰縫合手技の実技演習など講義内容は多岐にわたっています。コース受講

終了後に筆記試験と実技試験（メガデリバリー）があり、受講成果を評価します。合格者は５

年間有効なALSO会員（1年毎の更新が必要）の認証を受け、最新のALSOプログラムの情報を

利用することができます。 

産科医，助産師はもちろんですが，救急医，家庭医，麻酔科医，総合医，看護師といった周

産期医療を取り巻く様々な職種の方々と本プログラムの普及を通して共通言語を持つことに

より，妊婦・胎児・新生児によりよい医療を提供しつづけられること願っています。 
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≪ 開催概要 ≫ 

セミナー ： ALSOプロバイダーコース 

主 催 ： 亀田メディカルセンター 周産期医療研修委員会 

共 催 ： NPO法人周生期医療専門医支援機構（OPPIC） 

開催場所 ： 亀田医療大学 

           （千葉県鴨川市横渚462） 

開 催 日 ： 2014年 5月 31日(土) ・6月 1日（日） 

受 講 料 ： 35,000円 

募集定員 ： 24名 

           *定員になり次第、募集は終了します。 ご了承ください。 

申込方法 ： 下記担当者宛 E-mail にてご連絡ください。 追って申込書をお送りします。 

 

 

※ 問合せ・申込先 

亀田総合病院 診療部事務室  柾谷 由香（ﾏｻﾔ ﾕｶ） 

 ℡  ： 04-7092-2211（代表）  【PHS 8995】 

F a x： 04-7099-1198 

E-mai l：masaya@ｋameda.jp 
 
 
 

定員に達しましたので募集受付は終了いたしました。 

  



アクセス 

 
 

 
  

■東京駅から 
高速バス（アクシー号）利用 
所要時間：約 2時間 
経路：東京駅八重洲口→安房鴨川駅 
 
電車（JR外房線特急わかしお）利用 
所要時間：約 2時間 
経路：東京駅（京葉線ホーム）→安房鴨川駅 
 
■千葉駅から 
高速バス（カピーナ）利用 
所要時間：約 1時間半 
経路：千葉駅→安房鴨川駅 
 
■羽田方面から 
自家用車 
所要時間：約 1時間 15分 
経路；羽田方面→アクアライン→君津 IC→房総スカイライン→鴨川有料道路 



スケジュール 

#5 ALSO-Japan in KAMEDA PROVIDER COURSE SCHEDULE 2014 

5月 31日（土） 

8:10 AM - 8:30 AM 受付 

8:30 AM - 8:40 AM オープニング 

8:40 AM - 9:30 AM L: Safety in Maternity Care 妊婦ケアにおける安全性 

9:40 AM - 11:10 AM E: Intrapartum Fetal Surveillance 分娩時胎児監視と症例 

11:20 AM ‒11:50 AM D: Preterm Labor & PROM 早産と前期破水 

11:50 AM‒0:50 PM 昼食 

0:10 PM - 0:40 PM F: Labor Dystocia 難産 

0:50 PM - 2:10 PM H: Assisted Vaginal Delivery 補助経腟分娩 

2:20 PM - 3:30 PM I: Shoulder Dystocia 肩甲難産 

3:40 PM - 4:10 PM C: Vaginal Bleedingin Late Pregnancy 妊娠後期の性器出血  

4:20 PM - 6:00 PM J: Post Partum Hemorrhage 産後大出血 

6月 1日（日） 

8:30 AM - 9:30 AM K: Maternal Resuscitation 妊婦の蘇生 

9:40 AM - 11:10 AM OB Cases ＆B: Medical Complications 内科的合併症と症例 

11:20 AM - 0:00 PM 

N: perineal repair 会陰縫合 

O: Diagnostic Ultrasound 超音波検査 

: Cesarean delibery 帝王切開術 

0:00 PM - 1:00 PM 昼食 

0:20 PM - 0:50 PM A: First Trimester Complications 妊娠初期の合併症 

1:00 PM ‒ 2:00 PM G: Malpresentation/Malposition プレゼンテーション・ポジション異常 

2:00 PM - 2:10 PM 集合写真撮影 

2:10 PM - 2:30 PM クロージングリマークス 

2:30 PM - 4:30 PM Megadelivery& Written Examination  筆記試験・実技試験 

 


